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要 旨
人がある住み慣れた活動領域から別の場所に移動 して も, そこ でなんの支障もなく, あるい はそれ
以上に快適に作業が行えるならば,その作業琴境は素晴らしい デザイ ンがなされて い ると考えられる｡
こう した点を実証するためにス ウ ェ ー デ ンのカペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術工芸学校の木材工芸専攻で のサ マ
ー
ス ク ー ルを紹介する｡ 物軌 及び人的資源の適性配置が, 人とその環境との相互依存的な関係に い か
にうまく作用するの かに つ い て詳論する ｡
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1 . は じめに
われわれ は場所を移動するとき, 新たな出
会い - の期待と同時に 一 抹の不安も感じるも
の である｡ しかも, それが長期になる とか,
戻 っ て くるこ とのない移住ともなれば, 不安
はさらに増幅され るに違い な い ｡ 住み慣れ た
住処 を立ち去る の は誰にと っ ても寂しい もの
で ある｡ そう した不安や寂 しさの原因の 一 端
が, そ の 人が住み慣れた場所から, それが 一
時的で あると しても , 切り離されるこ とから
生 じてくるこ とは明白である ｡ それは, いき
なり身ぐるみ剥がされるような孤立感といく
らか の期待とが入り交じ っ た複雑な心境だと
も い える ｡ い ま, われわれは ｢住み慣れた場
所か ら切り離される｣ というこ とが どの よう
な意味を持つ の か に興味がある｡
しか しなが ら, それ とは反対 に , も しもわ
れわれが移動した先で不安や寂しさをほ とん
ど感じない で過ごすこ とができると したなら
ばどうで あろうか ｡ ｢住めば都｣ とか ｢心 は持
ちよう｣ とい っ て 軽薄な理 由で自らを納得さ
せることもで きるかもしれ ない が, それ は必
ずしも正しい判断であるとはい えない ｡ も っ
と事情を仔細に検討してみることが大切 であ
る ｡ も しもそうした検討を試みたならば, 当
初に抱い て い た不安が払拭されるようにな っ
た原因や理由がき っ と見つ かるはずで ある｡
移住先の人 々 の 温か い 歓迎ともて な しで勇
気を与えられ , 人間関係と生活 - の不安が 一
気に解消される こ とも珍 しく はな いだろう｡
また, 移動先で の生活環境がこ れまで い た場
所 とそれほ ど違っ て い ない こ とに気づ い て ,
不安が弱 められて い くとい うケ ー ス もあるで
あろう｡ 後者の 場合には, 住み慣れた場所か
ら切り離されるとい う不安が, 現実 の新 しい
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環境に出会っ て急速になくなっ て いくの を実
感できるはずである｡ 本稿で はこうした点に
焦点を当て , ｢人々 の行動とそ のときの彼らの




2.1 老人ホ ー ム ヘ の移転
わが国で , 住み慣れたわが家からある老人
ホ ー ム - 移るとき, 老人は何を持参して (そ
の家族は何を持たせて),新しい住処に移り住
む ので あろうか｡ 身の回りの 思い出深い 品物
は どれ ぐらい持 っ て い けるの か｡ 移住先の部
屋 のス ペ ー ス が十分で あれば, 各人思い 思い
に使い慣れたもの や愛着のあるもの が持 っ て
い けるであろうが, わが国のほとん どの老人
ホ ー ム で は, ホ ー ム 居住者に最小限の身の ま
わりの ものの持ち込み しか許して い ない ケ ー
ス がほ とん どで はない だろうか*1｡ 施設にす
で に用意されたものを, 入居者が気にい っ て
い るからとい っ て自分の もの に取り替える こ
となどは許されて い ない の が実状で ある｡ 日
本で はこうした物理的な施設や設備にまず第
一 に関心を向けるというようなことは少ない ｡
関心 はもっ ばら, 老人ホ ー ム - 入居するとい
う事態に直面 した老人とその 周囲の 心理的な
動揺や葛藤に向きがちである｡ こう した意識
の根底には, 老人が これまで とはま っ たく違
う世界 - 旅立 つ ときの悲壮感に誰しも共感を
覚えるからではない だろうか ｡ そう したこ と
に心が奪われるせ い で , 実際に老人が これか
ら生活する物理的な環境面 - の 考慮が二 の 次
にな っ て しまうようで ある ｡
ス ウ ェ ー デ ンでも老人ホ ー ム に対する 一 般
の人 々 の心理的な見方は, わが国とほ とんど
同 じで あり, 特別違 っ た心構えをも っ て いた
り寂しさを感 じな い というようなもの で は決
してない ｡ しか し, わが国と異なる点は心理
的な動揺 - の直視と同時に, そうした意識を
やわらげる方法 - の現実的な対処方法にも真
剣に取り組む姿勢にある のではないだろうか ｡
新しい住処で の生活がこれまで と変わらな い
かたちで送れるよう最大限の配慮が施され て
い る｡ 住み慣れたわが家の調度品や使い なれ
た椅子や家具が, その まま老人ホ ー ム に持ち
込 まれ る の もそう した配慮に基づ い て い る
( 図1)｡
図1 個室に持ち込まれた調度品
ス ウェ ー デン では老人ホ ー ム - の移動を,
老人の身体だ けが住み慣れた環境から切り離
されて , 単にそれが老人ホ ー ム に移るだけ,
と国の政策担当者やホ ー ム管理者 の基本姿勢
で ある｡ もちろん家族や老人本人も同 じよう
に考えて い る｡ こう した点は, 単に福祉政策
や施設 (設備や什器, 介護の方法) 面で の充
実さを比較しただけで は理解できない ｡ 差は
実践の面 にあらわれる ｡ すなわち, 人間をそ
の 生活 して きた環境と 一 体の もの と して どれ
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ぐらい配慮するかが老人ホ ー ム の運営や施設
の設計に大きく影響するとい っ て よいだろう｡
2.2 研究者の海外移動
一 般の大学の研究者や留学生が国を越えて
お互 い に移動し, 1 , 2年の 研究生括 をそ の
土地で過 ごすとい うこ とは, ますます日常化
して きて い る｡ 別 の国で研究生活 を行うこと
になん の不安もな い とい えるまで にはまだま
だ ほ ど遠い とはい え, 一 般の移住に比 べ そ の
不安は軽微に な っ てきたとい える｡ 研究者や
留学生は世間から見れば頭脳労働者と見られ ,
そ の知識は頭の 中に蓄積された頭で っ かちな
人種のように 見られて い るかもしれない ｡ も
しも, 知識や知恵がすべ て頭の中に蓄えられ
て い るの で あれば, それこ そ身 一 つ で どこ -
でも飛んで い けるはずで ある ｡ 事実, こ うし
た考え方は意外に根強い ｡ 古代か ら農業は強
く土地 に縛りつ けられて自由に移動する こと
さ えできな い不自由な職業と してみられて き
た ｡ 土地 の 固定性がそれに依存しなければな
らな い農民を呪縛する と考えられた ｡ それ に
比 べ て , 中世の職人たちは, 領主や主人 に迫
害を受ければ, 道具だ けを携えて どこ - でも
移動して い ける自由な職業人とみなされて い
た ｡ 自由と移動可能性とがこ こで は密接に関
係 して い たこ とがうかがえる ｡ こ れによれ ば
知識人は身の 軽さからい っ て さらに自由な職
種とい うこ とになるかもしれない ｡
ドラ ッ カ ー によれば, 『知識労働者の知識は,
あらゆる所で使える の で ある1)』 また, 『今日,
知識は先進国における真の 資本で ある ｡ 知識
労働者は, たとえそれほ ど高度の 専門で なく
とも, 自らも つ 知識が, 移動の 自由を与えて
くれて い るこ とを知 っ て い る2)』 そ して , 『知
識が, 彼らを自由の身にしたの で ある3)』 とい
う｡ た しか に , 仕事の 比重が ｢肉体か ら頭脳｣
に移るに したが っ て , ある い はまた ｢身に付
ける｣ 熟練の 度合い が高まるに つ れ , 一 般的
傾向として移動 の 際に持 っ て いく べ き ｢も の｣
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が少なく , 身軽に移動でき, 自由にな っ たよ





自分 の い たところに似た研究設備 ･ 施設があ
るこ とをほぼ想定できる｡ か え っ て 充実 した
図書館や研究資料が揃っ て い るこ とが魅力で
海外 - 出かける の かも しれな い ｡ また, そ の
施設には, 同じような研究をして い るス タ ッ
フ がいて , その 人たちとの 交流や共同研究が
目的で ある場合も少なくな い ｡ 頭に入れた知
識 一 つ で彼 の地で仕事がで きるな どと思 っ て
い る研究者は 一 人もい ない ｡ む しろ, 国際化
した学問の領域で は, どこ の 国で あ っ て も研
究の ス タイ ル が類似 してきており , どこ に移
ろうとも , すぐに研究を続行できるような研
究環境ができあが っ て いると考える べ きであ
ろう｡ 物的にも人的にも何もない とこ ろ - 移
動するというこ とはあり得ない の である ｡ 仕
事や施設 の共通性と 一 般性が高ければ高い ほ
ど身 一 つ で 出かけて い っ て も支障が少な い の
である｡ こ の 点を確認 した上 でなければ, 身
軽さによる自由を云 々 して もあまり実りがあ
る とはい えない ｡
2.3 エ 芸家の移動の事例
普通 , 工芸家は自分の工房を持ち, そ の中
に沢山の道具や機械を抱え, 道具を使いやす
く し, 効率よく仕事が運ぶように配置を工夫
した場所で 日々 制作活動を行 っ て いる ｡ そう
した工芸家が , そ の 工房を離れ , 見知らぬ土
地 , 見知らぬ人々 の中に移り住み, そ こで以
前と同 じように制作活動を行う時には , どの
ようなことが起こりうる の か を次に考えて み
る ことに しよう｡ 工芸家を外か ら見れば, 長
い期間の訓練によ っ て , いわゆる ｢技を身に
つ けた人｣とい うイ メ ー ジが非常に強い ｡ ｢弘
法筆を択ばず｣ の たとえよろ しく , い つ どこ
でも, 粗末な道具でも立派 な仕事を して世人
を驚かす人 という印象を持 たれて い る の かも
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しれない ｡ しか し, 実際にそうであろうか ｡
これには , 自身の体験を述 べ るの が 一 番適し
て い ると思われるので , こ こにその詳細を開
陳してみるこ とにした い ｡
2.3.1 最初の訪問
私がス ウ ェ ー デン の カペ ラ ･ ゴ ー デン美術
工芸学校*2を最初に訪問した の は1990年9月
の ことであっ た｡ それまで , 海外で長期間制
作活動を行うという経験はま っ たくなか っ た｡
全く知識がなか っ たわ けではなかっ たが, や
はり , 使用する道具の ことは 一 番心配で あっ
た｡ 鋭利に研磨され微調整の いき届いたカ ン
ナや, それ によく対応して整えられた砥石や
使 い慣れたナイ フ , 鋸とい っ た道具類は自分
自身の仕事のやり方と適応して いて , 欠かす
ことの できないもの であっ たからで ある｡ さ
て , カ ペ ラ ･ ゴ ー デン に到着して まず私に提
供されたものは, 個人専用 の 工作台と照明,
そ して 工具棚と丸椅子であっ た ｡ 工作台は
●
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種類 のクラ ンプ機構があり, 天板の下には材
料を収納する棚板が取り付けて あっ た(図2)｡
作業を行うための基本的な環境が最初把用意
されたこ とによっ て , 制作の見通しが立ち大
きな安心感を得る ことがで きた｡
図2 個人用の 工作台と工具棚の様子
現地で の実際の作業は, 木材を使っ て家具
制作を行うとい う共通点や,I｢手作業を中心と
した制作｣ に重点を置く教育方針の基で は最
新の制御加工機械につ い て あらためて学ぶ必
要もなく制作にとりかかるこ とができた｡ そ




法, 清掃の 手順や塵の 分類と廃棄場所な ど,`
細かな約束事に沿っ て行動しなければならな
い のがふ つ うである｡ しかし, この約束事の
多くはシ ス テム化されて いたり; 備え付けの
道具やその配置が作業の過程で起こ っ てく
Lる
要東に対 して分かりやすくデザイ ンされて い
たために, 何をどの ようにするのかとい う手
順を理解するの にそれ ほど苦労はなか っ た ｡
図3 掃除機とその収納のデザイン
例 えば図3は, カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の木 工房
内に設置された掃除用具の収納方法であるが,
その デザイ ンに よ っ てそれ が掃除機で あるこ
とが分かり, そ して使用 した後で はどの よう
に収納すればよ いかがその形からよく理解で
きる｡ 頻繁に使用する道具や消耗品は常に視
野に入る状態で置かれて い た し, それ らの選
択や取り出 し, 返却とい っ た行動はそ の道具
作業環境の共有
のデザイ ンによ っ て なすべ き方法を知る こと
ができた｡ また, 宿泊の部屋 には, か つ て 卒
業して い っ た学生たちの制作 した家具が用意
されて い た し, シ ャ ワ ー ル ー ムや洗濯場など
も備え付けられて い た｡ ヒ ー タ ー の 故障や電
球 の取り替えなどは専任の営繕係に相談すれ
ばすぐに修繕を済ませ てくれた ｡ 新しい環境
の中に慣れて 行かなく てはならな い という緊
張感はあ っ たもの の , あらか じめ周到にお膳
立てされた レ ー ル の 上に乗っ てさえいれ ば,
生活面で苦労することはほとんど何もなか っ
た ｡ 当然, 教師や学生達の惜しみない 支援を
忘れる ことはできない が, 同時に私 の 戸惑い
を取り除き, 僅かの 期間で作業に順調なリズ
ム を作り出 してくれた要因を考えるとき, 私
の活動の 回りにあらか じめ用意されて い た環
境の支援を挙げな いわけには い かない ｡
2. 3.2 再びカ ペラ ･ ゴ ー デン へ
今回の カペ ラ ･ ゴ ー デン - の訪問で は私の
身体と使い なれ た道具*3は持参したもの の ,
そ の ほ かの こ とで制作に関して 心配 したこ と
は何もなか っ た｡ ちなみに, 7年前に用意 し
た道具と, 今回の訪問で用意 して い っ たもの
とを比較 してみると, そ の種類も数も少 なく
な っ て いた ｡道具の数が少な い のは, ス ウ ェ ー
デ ン の道具で十分間に合うとい う体験がそう
させた｡ こ うした ことには確かに経験が役に
立 つ ｡ しか しながら, 実際の制作時にはそ の
場の 状況に依存せ ざるを得ない こ とが圧倒的
に多い の がふ つ うで ある｡ そうした点 - の 配
慮がなされて い る様子 を次に例示 しよう｡
･ 制作に使用する材料は, 学内の木材置き場
で選択 しなければならなか っ た｡ こ の時の
材料費は , 10 セン チ立方単位の価格表でお
およそ の見当をつ けるこ とがで きた し, さ
らにそ の価格表には10 センチ立方 の 実物の
木材の塊が取り付けられて い て , 購入する
材 の おお よそ の 質量 を予測 する こ とがで
きた｡
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･ 必要な材料を切断するための鋸やバ ン ドソ -
は木材置き場のすぐ前に用意されて い て ,
材料を持 っ て長い 距離を移動する必要はな
か っ た ｡ 残 っ た材料は樹種ごとに分類 して
棚に戻すことができた (図4)｡
図4 樹種の名前の書かれた材料棚
･ 刃物を研磨する必要があれば, 流 しの手 の
届く範囲に砥石や砥石台が発見されやすく
用意されて い て , 手元 を照らす可動式の照
明も取り付けられて い た｡ また流 しの側に
はワ ンタ ッ チで必要量 が取り出せる手洗 い
用の洗剤や手拭き用のタオル や紙なども取
り付けられ て い た｡
.
流 しの脇には屑入れが
用意されて い て , それ が 一 杯になっ た とき
に入れ替える新しい紙袋も近く の棚に用意
されて い た (図5)｡
図5 流 しの周辺の様子
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･ キャ ビネッ トの引き出しの制作に際しては,
その複雑な構造を理解するために模型を見
る ことができた｡ こ の模型は様々 な種類が
作られて いて , 工房の端におかれて いた｡
模型とい っ て もそれらは高い精度で作られ




図6 - 1 引き出しの構造見本
図6 - 2 中の構造を見せるための森
･ 組立 の段階に移ると, 工房内には組立作業
エ リア が作られて いて , そ の中央には広 い
組立作業専用テ ー ブル が作られて あっ た｡
テ ー ブル の 天板には塩化 ビ ニ ー ル製 の合板
が使われて い て , 接着剤がこぼれて乾煉し
-て も容易に取り除く こ
r
tがで きた ｡ テ ー ブ
ル の 下 の棚にはクラ ンプを安定させ る固定
具や接着剤が用意されて い た(図7)｡ さら
にこ の エ リア の壁面には様々 なクラ ン プが
掛けられて い たり, 接着用具を洗浄するた
めの流し台も取り付けられて い た｡ 仮に特
殊な接着剤が必要にな っ た時には, 接着剤
の硬度や色彩を見るこ との できるサ ン プル
と価格表が放り付けられて い た｡
図7 接着作業用の テ ー ブル
このように何かをしようとする度k, 道具
やそ の配置によ っ て自然に導かれて いく心地
よさを感じることができた｡ その心地よさを
作り出して い る要因は何から来て い る のか ,
という視線で観察してみると, あらか じめ起
こりうる要求を予測 して , 行動に対応 した適
切なデザイ ンが工夫されて い るこ とにあらた
めて気付くことになっ た ｡ .
日本からやっ て 来ても仕事が しやすい と感
じる理由は,
'実はカペ ラ ･ ゴ ー デ ン の作業環
境から来て い る｡ ここで いう作業環境は物的
な施設の ありようだけではなく,カペ ラ ･ ゴ ー
デン での生活全体にまで及んで いる ｡ 一 日の
生活 のすべ て をも含んで い ると いうことは ,
朝起きて晩に就寝するまで の金時間がカ ペ ラ ･
ゴ ー デン で の制作活動に撤密に関わるように
な っ て い る｡
■
朝夕の食事から, 午後のお茶,
収穫の農作業, 郊外 - の ピク ニ ッ ク; 夜の語
らい , 各種の当番, 授業, そ して制作作業,
最後の講評会と打ち上げの パ ー テ ィ ー など,
すべ てが ｢自然に｣ としか形容できない ぐら
い ス ム ー ズに流れて いく｡ しか し, こ の自然
作業環境の 共有
さは実は巧妙に工夫され た ｢人工的な設え｣
で あることを忘れ て はならな い ｡
も っ とも, こ の人工性が 一 人の 学校管理者
の 理念の みか ら建設されたとはとうて い思 え
ない * 4｡ 教師, 学生, 学校 の維持管理 にたず
さわる人たち, 非常勤の講師, 地域住民など
が長 い時間をかけた試行錯誤によ っ て形作 っ
て きたの が現在のカ ペ ラ ･ ゴ ー デン である ｡
だから, 新入生 , サ マ ー コ ー ス の 受講生 , ゲ
ス トとして招かれた教官, 短期の 研修員が来
るたびに少 しづ つ 変わ っ て いく もの があり,
また, まもる べ きよき伝統がか え っ て再認識
され, より合意され た学校運営にい かされ る
結果とな っ て い る ｡ これらの 参加者が満足 の
いく制作 ･ 指導 ･ 研究活動期間を過ごせたか
どうか とい う点が学校運営の 評価基準とな っ
て い るようにもみえる ｡ しかも, 彼らの24時
間がそ の関心の 対象にな っ て い て , 作業環境
を越えた生活環境全体を心地よ いもの にする
ように注意深 い配慮がなされて い る｡
ただ し,参加者には, ホテル で 質の 良いサ ー
ビス を受けるというような受け身の態度はま っ
たく許されて い ない ｡ 工芸制作とい う活動に
広 い 意味で協力的に参加する心づ もりだけは
必要で あろう｡ も っ とも, カ ペ ラ ･ ゴ ー デン
に到着したときか ら, そうした心的努力の 構
えなどはま っ たく必要でなく , カペ ラ ･ ゴ ー
デンで の生活にど っ ぷり入り込み, 自然とそ
の レ ー ル の上に の っ か っ て い けばよい ことを
す ぐに体得する ので ある ｡ たぶん, そうした
意識や心構えを滞在中持ち続けなければなら
ない としたら, カ ペ ラ ･ ゴ ー デン の環境はど
こかよそよそ しく感じられ (高級なホテ ル の
長期滞在時に感 じるような思い),制作活動に
集中で きなくなり , カ ペ ラ ･ ゴ ー デン の意図
は失敗に喫したで あろう｡
朝の食事, 当番, 授業, 午後の ひ ととき ,
作業, 指導, 議論や団らん, 読書や思索, 就
眠 - 流れて い くごく普通 の 社会的生活がカ ペ
ラ ･ ゴ ー デ ン という環境に誘導される形で運
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ばれ て いく ｡ しか し, これはけ っ して 受け身
卑態度を要求するもので はない ｡ r誘導される｣
という表現には, 受け身ともある い は反対 に





性 (老人で あるとか , どういう職種で あると
か) にとくに注意を払 っ て , 彼らと移動先 の
環境との相互依存関係につ い て文化的な違 い
をも含めた形で個別に述 べ て きた ｡ こ の 章で
は, 場所すなわち環境 の ほうに注目して みる
こ とに しよう｡ 状況 を次の ような3 つ に分類
して みよう｡ 一 つ に , 個人にあっ た個別 の環
境が用意で きる とき , 二 つ 目は, 公共的な利
用に適 した環境という形態, 三 つ 目は, 共同
作業用の 環境である｡ それぞれ につ いて みて
いく ことに しよう｡
3.1 私的な空間の創作
私的な空間を持てる というこ とは , すなわ
ち他者が利用する ことを考えなくて もよい 自
分だ けの場所を確保できるこ とで ある｡ た と
えば, 自宅 の自分だけの部屋 , オフ ィ ス の 自
分の 作業ス ペ ー ス , 工芸家や作家がもっ て い
る自分だ けの作業場などがこ れに当たる｡ た
だ し, どの ように してそ の私的な空間を構成
して いく か につ い て は, 公共 を意識 したもの
から単に自由に, わがままにそ の場所を使う
というだけのもの まで質的に大きな差がある｡
趣味や好み, 価値観や年齢な どの さまざま
な違い がその 多様性 とな っ て 現れやす い ｡ た
だ し, 大多数の人 にと っ て空間 を形作る ｢も
の｣ は規格化された大量生産品 を購入 して く
る こ とで まかなわれる｡ 選択の 幅が多い こ と
で , それ なり の個性ある自分 の 空間を演出す
る こ ともできる ｡ 時代的に少 し遡れば, ｢誹 え
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る｣ というかたちで もっ と自分の趣味性を表
し得たかも知れない ｡ できの い い品物の 目利
き能力をもっ て い るとい うようなこ とでも,
大きな自己表現ができた時代もあっ たので あ
る ｡ 現在でも, マ イホ ー ム の設計, ･服, 家具
などで は, まだ少しは消費者の好みが直接に
取り入れられるとい う場面が残されて い る｡
しか し, そうした場合でも圧倒的に多い の
は, 間にデザイナ ー (喪計者)が介在するケ ー
ス であろう｡ われわれ自身が自分の城を作る
とい っ ても, い ざ何かをしようとしても自分
の 素人さを思い知る ことになる のが関の 山で
ある｡ 何をどの ようにすればよ いの か, 何が
不足 して/何が余分なの か, 最も適した形や
配置はどのようなもので ある の かな ど｡ そう
したことに専門的な知識があり, 実践する場
合にそうした知識が必要になる ことすら, 知
らない ということが多い ので はないだろうか｡








保できるとい うこ とばかりではなく , まわり
の 設備, 道具などに関して (他人に気兼ねな
く) 様々 な工夫や改善が試み られ , またそう
した延長線上に発明や優れ た工夫が生まれる
可能性もあるであろう｡ たとえば, この 個別
的な作業環境の なかで , そ の極致と呼べ るも
e)は 工芸作家, 工芸職人や町の発明家などの
工房や作業場で あろう｡ 彼らの特徴は, 自ら
の 力量で自分の環境に手 を自由に加 えること
ができる点にある｡ しかし, こ の こ とがあま




たとえば, 大学の講義室, 公園や広場, ミ ー





に依頼してできあが っ て いる ことが多い ｡ デ
ザイナ ー は発注者と実際の利用者との間に立 っ
て仕事をするように義務づけられて はいるが,
実際には自分が頭で措く利用者像にたよるこ
としかできない ことが多い ｡ しかも ｢実際の
利用者の ため｣ という標語は , ただそういう
気持ちを持 っ て取り組めば必ずい いもの がで
きるというほ ど簡単なもので はない ｡ 利用者
が r戸惑わない｣, rわかりやすいJ, r享ちが
いを起こさないJ, r気持ちよさ'を感じる｣, r危
険を避けるJ,そうしたデザイ ンを工夫すさこ
とは大変に難しい仕事で ある｡ こうした難 し
さを本当に理解しない ことが, 安易に, 前例
にたよっ たり, コ ス トや共同利用性や多目的
とうことをい いわけにする温床になりやすい ｡
ここで ス ウ ェ ー デンで見かけ.f=例を紹介し
よう｡ r横断歩道の近くで走っ てきた車の ス ピ ー
ドを減速させるためにはどうしたらよい のか?J
という問題に直面 したとき, 新 しい信号機の
設置でも父母 の旗振りでもなく,横断歩道の上
にこんもりと.した膨らみを作り,時速20km/h
以上では確実に車の バ ンパ ー をそ こにぶつ け
て しまう, とい うデザイ ンがなされて い る( 図
8)｡ 車の運転手から見て , 横断歩道前のその
図8 横断歩道の上 に作られた膨らみ
作業環境の共有
膨らみの 物理的形態 (ア フ ォ ー ダンス を持た
せ たデザイ ン の 一 種) はバ ン パ ー を したたか
ぶつ けたくなければ, 車をどの程度まで減速
しなければならない とい うこ とを容易に推察
させる ｡ 推察とい うの はむ しろ大げさで , そ
の盛り上 がり のデザイ ン を 一 目するだけで減
速というブレ ー キン グ動作が誘発されるとい っ
た方が い い だろう｡ これは ｢横断歩道の前で
は減速する こと｣ という頭の中に しま い込ん
だ法規を毎回引き出させる ｢注意｣ という認




い ろい ろな現実的な環境が存在 して い る｡ そ
の ようなもの の中で , ここで は共同作業用の
環境をとく に取り上げてみたい ｡ これにも様々
な形態があり, 例えばチ ー ム で働く場所, オ
フ ィ ス , 工場, 研究所などを想定 してもよい
だろう｡ 共通項を括り出すの はなかなか難 し
い の で あるが, 効率的である こと, その場が
教育 ･ 訓練をも兼ねる こ と, 仕事や運動の流
れ全体の リズム , ス ピ ー ドの調整が必要な こ
と, そこ で なされる工夫, 発明が蓄積されや
すい こ と, よい もの が しだ い に残されるよう
な進化がお こ りやす い こ と, な どが挙げら
れる ｡
作業場の利用者側が主導権をも っ て い ろい
ろな改革, 改善がなされるとい うケ ー ス も多
い が, そ の 分, 結果もきちん と求められると
い う義務 - の自覚も必要で ある ｡ また, 利用
者側 内部や対管理者との利害の調整が難航す
るケ ー ス も多々 ある｡ 次章で はス ウ ェ ー デン
で体験 した 一 つ の事例 を紹介 して , 人々 の活
動と共同作業との相互作用の 過程 をたどりな
がら, 人 と環境との 関係をもう少 し詳 しく考
えて みる こ とにする｡
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4 . 共同作美のための環境
第2章で は個人に焦点を当てて きたが, こ
の章で は何らか の かたちで複数の 人 々 が 一 定
の場所に集まり, その 中でそ のチ ー ム に与え
られた目標を遂行するとい うような状況につ
いて 考えて みることに しよう｡
全員そ の場所がは じめて というようなケ ー
ス もあり, 一 部あるい は大部分の人はその 場
所に十分慣れ親 しんで何事にもよく知 っ て い
るとい うケ ー ス もあるだろう｡ さらに, チ ー
ム の メ ン バ ー が全員見ず知らずであるとか ,
全員が気心 をよく知り合っ た仲間で , それが
集団で場所を移動したというようなケ ー ス も
考えられ る｡ こ の ように,様々 なバ リ エ ー シ ョ
ン が想定できる｡
こ` こで は, そうしたケ ー ス の 一 つ に過ぎな
い が, カペ ラ ･ ゴ ー デンで行われ て い た木材
工芸を習う短期間サ マ ー ス ク ー ル * 5で の様子
を, 上に述 べ てきたような ｢人 々 と環境との
相互依存関係｣ を中心に述べ て みたい ｡
4.1 構 成
木工 コ ー ス の受講生は17人であるが, 他に
陶芸と染色の コ ー ス も同時並行的に行われ て
い た｡ 各 コ ー ス の定員は, 現有の木工用作業
台や機織り機や陶芸 の ロ ク ロ の保有数で決定
されて い る｡ 期間は3週間で カペ ラ ･ ゴ ー デ
ン が所有する 一 戸建て の民家に部屋 を借りて
生活する｡夏の期間にだけ開講するこ の サ マ ー
ス ク ー ル は, クラフ ト関連の雑誌や新聞な ど
で募集 し, ノ ル ウ ェ ー , デン マ ー ク , ドイ ツ ,
カナダ, アメ リカ か らの 受講生もある｡ 年齢,
経歴 , 経験度などは様々 で , 高校生や経済学
を教えて い る大学教授や車の整備工場経営者
まで様々 で ある｡指導する講師はカペ ラ ･ ゴ ー
デ ン出身の 非常勤講師2名が担 当する｡
4.2 カ ペラ ･ ゴ ー デ ンで の生活
まずは じめに , サ マ ー ス ク ー ル の 主旨と し
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て , 日本で の生涯教育や地域で開かれる木工
教室などと大きく異なる点書も 夏の 3週間を
豊かに過ごすために, 一 般の 人々 に楽しみ を
与えるとい うこ とが大きなウェ イ トを占めて
い る ことで ある ｡ 課題や指導方法は日本で の
もの とほ とんど違 いがない にも拘わらず, 負
後の満足度には歴然とした違い が感じられる｡
その原因はカペ ラ ･ ゴ ー デン での生活全体 -
の 満足度にある ｡ カ ペ ラ ･ ゴ ー デン全体 の環
境が 一 役買 っ て いる ことは間違いない事実で





が出され , サ マ ー コ ー ス に関わる学校関係者
全員が同じ食堂に集ま っ て食事をとる｡ この
食事にはとくに注意が払われて いて ,･授業の
初日にべ ジタリア ン であるか どうか , 健康上
の 問題で制限しなくてはならない食 べ 物があ
るかどうか ,- ア レル ギ ー 体質かどうかなどの
ア ンケ ー トを取り , それに合わせた食事が作
られて いる ｡ 10時と3時には休憩の時間があ
り, 用意され た飲み物とケ ー キを外に持っ て
出て過ごす｡ これらの料理は4人の調理師が
担当して い て , 最終日に
`
は3週間分の料理の
レ シ ピが冊子にまとめられて配布された｡ ま
た期間の途中では, ア フリカ の ドラム バ ン ド
を招い た コ ンサ ー トが食堂を会場に変えて行
われることもあっ た ｡ サ マ ー コ ー ス の期間中
受講生 は, 学内に点在する民家の ひ と部屋 を
借りて生活する｡ 各部屋には卒業生の制作し
た家具類が用意されて い て (図9), 電話や台
所, シ ャ ワ ー ル ー ム , 洗濯場などは共同で使
用される ｡ 3週間の 間に完成した作品は, 負
終日に講評会を経た後, 絵画やデッ サ ン を行
う部屋 に展示され (図10), この夜は打ち上げ
と展示会の パ ー テ ィ ー が開かれ , 深夜まで楽
しい 団らん の時が繰り広げられた｡ また, 課
題内容, 指導者の指導方法, 食事, 生活環境
図9 室内に用意されて いる家具類
図10 展示会のオ ー プ ニ ン グの様子





彼らにと っ て初めて の もである｡ 工作台, 各
種道具類は使うとなればどれも初めて使用す
るもの であり, どの ような簡単なもの でも｢慣
れJ にある程度の時間を要するものばかり で
ある｡ 短期の講習などで は,･受講生 の ために
簡易な環境が特別 に用意されるこ とがあり得
るが, カペ ラ ･ ゴ ー デンで は事情が異な っ て
い る｡ こ の サ マ ー ス ク ー ル の時間割は, 本科
のもの とまっ たく同じで ある｡使われる道具,
教材; 工作台, 機械すべ て本科の学生と同じ
で , そ の役割も同 じで あるi 人が入れ替わ っ
ただけで道具や環境はその まま最高の 状態で
機能して い る｡ いや, 機能するように自頃か
作業環境の共有
らデザイ ン し, あつ らえ, 保守 ･ 点検 ･ 整備
を行なっ て い ると しか い えない ｡ これがカ ペ
ラ ･ ゴ ー デン で の 常態で あろう｡
さて , サ マ ー ス ク ー ル の受講生それぞれ に
準備され たもの は, 工作台と作業用ス ツ ー ル ,
それ に照明器具で ある｡ 本科の 学生が夏休み
の 間だけ工作台をあけて 受講生に譲る こ とに
な っ て い た｡ 工房の中央に用意されたテ ー ブ
ル の 上には, 木材 の特質を説明するために作
られた様々 な模型やサン プル が並 べ られて い
る｡ 加 工機械は比較的安全な機種に限っ て使
用するこ とができ , 2人 の指導者が側に い て
支援する｡ 機械室を除く工房は 一 晩中使用す
るこ とがで きる｡
朝の集会で は2人 一 組にな っ て 一 つ の樹種
に つ い てそ の特徴を調べ , 調 べ た樹種と同 じ
木の 下に移動して発表会を行うとい うような
企画が行われた｡ そして調 べ た樹種は樹木見
本と して配布された｡ こうした企画 と並行し
て , サ マ ー ス ク ー ル の 3週間の 間に出された
課題 は, ｢木でス プ ー ンをつ くる｣, ｢バタ ー ナ
イ フ を作る｣, ｢ス ツ ー ル を作る｣ とい う3課
題で あっ た ｡ 指導の ための模型教材や接着作
業の ための 専用作業台, 棚に整理 され た聖や
カ ン ナなどの手道具類, 研磨を終えた替え刃
の 補充などは本科のそれと全く同じ状態で あ
る ｡ 何かを必 要として探すとい う行動を起こ
したとき , 各作業内容に応 じて 区分けされた
エ リア にはそれが見える位置に配置されて い
て た ｡ そ して , なす べ き換作の手順がそ の形
か ら推測できるようにデザイ ン されて用意さ
れて いた ｡ 例えばサ ン ドペ ー パ ー を使用しよ
うとする ｡ ロ ー ル 状に巻かれた数種類の サ ン
ドペ ー パ ー はケ ー ス の 中に収められ, 工房内
にある壁 面の 目線の 高さに取り付けられて い
る (図11-1, .2)｡ 粒度の表示を見て望ま しい
も の を選択 し, 必要な長さを切り取るこ とが
で きる｡ 切 り取るための機構は, トイ レ ッ ト
ペ ー パ ー と同 じ仕組みに作られて い て , 使用
説明がなく ても どの ようにする べ きか を知 る
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図11- 1 サ ン ドペ ー パ ー の 取り出し箱
図11- 2
ことができる｡ こ の 場合, トイ レ ッ トペ ー パ ー
の切り取り機構がサ ン ドペ ー パ ー の切り取り方
法を知るための良い概念モデ/㍉6になっ て いて ,
行為の結果が予測できるの で ある ｡
4. 4 作業環境の 共有
作業環境が共有できるということはどうい
うことで あろう｡ 共有できる環境の中で は,
い ちい ち約束事や手順を明示 しなく ても, 非
常に頻繁に起こりうる要求に対 してそれが簡
単に満たされるように工夫されて いなければ
ならない ｡ 本科の学生で あろうと外国からの
研究者で あろうと, 必 要な操作の 大部分が道
具の構造や環境のデザイ ン その もの から推測
で きるように作られて さえいれば, 人 の認知
的能力はそれ らの情報と相互作用する こ とに
よ っ て増幅されるの で ある ｡ そ して道具やデ
ザイ ン , そ して配置に よ っ て次の操作や行動
の 手順を知 ることがで きる の で ある｡ 道具や
環境は , 答えや解き方 が 一 目瞭然となるよう
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な領域に移し変え, 人工物の中に埋 め込む こ
とによ っ て作業をより簡単なもの - と変換す
る ことができる｡ カペ ラ ･■ゴ ー デン美術工芸
学校, ス トッ クホル ム のカ ー ル ･ マ ル ム ス テ
ン美術工芸学校*7, リ ー ン シ ョ ッ ピン グにあ
る総合大学の教育学部美術工芸専攻*8で の木
土加工嘩城塞の環境を 一 例として挙げてみた
心盲∴土こで は安全や快適な作業性につ いて の
工兵が徹底されてぃる｡ 金属の粉が飛散する
グライ ン ダ⊥ の側には目の中に金属粉が入っ
た ときの洗眼装置が設置 ( 図12) されて い る
だ けでなく, 救急箱や消化器なども用意され
て い る｡
図12 グライ ンダ ー ¢横に設置された洗眼装置
作業環境が共有されるためには, そ の場所
がオ ー プン である必要がある｡･ 夏の ス ク ー ル
が開設されて いる間, 陶芸, 染色の受講生,
それに観光客まで もが互い の 工房を頻繁に出
入 りする｡ こうしたオ ー プンさは, 多く の副
産物を受講生たちに与える｡◆自分の 工作台近
辺だけに ｢観察視界｣ が制限されるよりも,
見たヤ 聞い たりできる範囲が広けれ ば, それ
だけ個々 の 学習者の興味に応 じて習得で きる
~ものが多くなる, と いうわけである ..
木工道具や工作機械が共同で使用できたり ,一
便い方をまさに示 しながら教えたりできるよ
うに機器が適切に配置され て い たり , 誰もが
誰か の作業過程を見ようとすれば容易にそれ
が行えるようにな っ て い る｡ パ ソ コ ン のディ
ス プ レイで仕事を して いる人の様子 をのぞき
見てそれを理解するこ との 困難さを思い 浮か
べ てみて ほ しい ｡ r道具がどれ ぐらい オ ー プン
かは, それ がどのくらい教育に使えるかにも
影響しうる｣ とい う指摘は重要である4)｡
カペ ラ ･ ゴ ー デ ンで は, 工房の改善, 教官
側の学生 一 人 一 人 の把握, 環境美化 へ の こ だ
わり, 客員教官 の多用, 学校運営に関わるす
べ て の職員との多彩な接触, 広 報活動とマ ス







が理琴的で あると考える (作業) 環境がい く
つ か提示できそうで ある｡ 一 つ には, 人やチ ー
ム がその まま移動しても, そ の移動した先で
前と同 じように作業や活動がス ム ー ズに何の
支障もないか のように進められる環境で ある｡
人が入れ替わ っ ただけで道具や環境は新しい
メ ン バ ー の元でもそ の まま十分に機能する ｡
道具や環境が時間を隔てて共有される ｡ 一 見
当たり前の ように見えるが, 誰が来て も機能
するように道具や環境が意識的にデザイ ンさ
れて いなければ, そう･L たことは期待できる
はずもない ｡ で は; そのデザイ ンの手法はい
かなるもの であろうか ｡ 個人やチ ー ム でやる





全国を遠征する野球チ ャ ム と試合をする
ための球場 との関係の ように ｡




が, 実験と検証 によ っ て誰もが戸惑っ 串り,
悩んだり , 途方に暮れたり しな いですむ環境
に収赦 して い くよう努力するこ とが , 共同性
作業環境の共有
の ある環境をデザイ ン する とき に は求めら
れる ｡
例えば日本人 の私 が, 海外で部屋を借り,
台所に立 っ て ス パ ゲテ ィ - を作ろうと して い
るとする ｡ 換気扇の フ ァ ン の ス イ ッ チは マ ー
ク によ っ て O N/O F Fを知 っ て動か し, 辛
元 を照らす照明も明快な マ ー クに従っ て使う
こ とができる｡ 足下に はフリ ー ザ ー が, そ し
て流 しの 下 の扉を開けば中に各種の ごみ箱が
あり , 上 の棚には充分な食器が用意されて い
る｡西洋風の 食文化という制約はあるも の の ,
できうる限り利用者 - 配慮した使い勝手 を基
調 とした様式を採用して いる ことは明らかで
ある ｡ これ と同様に木工 の 工房も日本か ら私
が移動しただけで ス タ ン ダ ー ドな環境をすぐ
に使用する こ とができる5)｡ こうした方向で
のより 一 般的な研究に は, ユ ー ザ ー の ための
デザイ ン , ア フ ォ ー ダン ス を考慮 した人 工物
のデザイ ンな どがある6)｡
もう 一 つ は, これまである環境を維持 した
り, 管理 して い た中心的な人物やグル ー プが
その 場から ( 突然)い なく な っ ても, け っ し
てそ の環境が立ちい か なく な っ て しまうよう
なこ とが起こらない環境とは実は非常に優れ
て い ると考えられるとい うもの で ある｡ 頑強
な組織に は, たとえばス ポ ー ツチ ー ム には二
軍が, 会社には幹部候補生が, 誰かの 穴埋 め
に い つ でも充当できるように万全 の補佐体制
が準備して ある｡ 脳 は日 々 壊れて いく神経細
胞によ っ て生体が危険を被らないように ニ ュ ー
ロ ン の複雑なネ ッ トワ ー クによ っ て保全して
いる ｡ 反対 に伝統工芸などの高度な ｢技｣ は,
後継者がそれ を受け継げな い で失われて しま
う脆弱性に悩まされて い る ｡ ワ ン マ ン経者営
や強大なリ ー ダ ー シ ッ プを持 っ て いた組織で
は , トッ プが交代するときが最大の 危機で も
ある ｡
体調を壊 して入院した上司の病室まで 出向
い て , その 判断を仰がなければ事務処理 が進
まない とい う ような例 が現在でもない わけで
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はない ｡ こ の ような人にの み全知識 ･ 全ノ ウ
ハ ウが付着 して いるような形態で はなく, 道
具や環境, 広く シ ス テ ム と呼べ る物的環境に
知識を外化 して ある方が, シ ス テ ム の 継続性
と適応性が大き い とい えは しない だろうか｡
これを聞 い た個人は, 何かプライ ド傷つ けら
れたり, 思わずやるせなさを感じたりするこ
とがあるかも しれ ない ｡ しか し, 悲観するこ
とはない ｡ 自分が属するシ ス テム の中に自分
を外化できるの である｡人間であることは, (知
識を) 外化するこ とでも ある*9｡ 外化で きる
こ とは,自分の分身を環境に置く こ とで あり ,
自分がそ こにい なくて もうまくや っ て い ける
ように準備する こ とで もある｡ こうした外化
が多ければ多い ほ ど自分自身の存在 の意味が
その 場か ら失われ る結果になるの で はない か
と恐れ るか もしれ ない が, 実は外化された道
具や環境を, 外化 した当の 本人が利用する立




組織やチ ー ム を統括する立場か らすれば,
構成メ ン バ ー の特定の 誰かが欠ければ組織や
チ ー ム の運営ある い は存立 を危うくするよう
なこ とがない ような手だて を準備 しておく べ
きである｡ R . G . バ ー カ ー は, 『労働の効率的
な利用は , ほ とん どすべ て の 近代企業 の 目標
で あり, したが っ て , こ の こ とは, い かなる
特定の人 とい えども, そ の企業の効率的運営
に と っ て必須不可欠な存在とはならと いうこ
とを何よりも求めて い る｡ 』7)こ の ように, メ
ン バ ー や職員の ｢誰 一 人と して , い な い と困
るとい うも の では な い｣ (掛替え可能)とい わ
れれば当の メ ン バ ー は心穏やか で ない不安な
気持ちに させられるもの で ある ｡
各人と して は, 自分が ｢掛替えの できな い｣
存在と して 認め られて い ると思 い たい (他人
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か ら｢掛替えの ない｣人であると思われ たい)｡
しか し同時に, また 一 方で は自分がそ の組織
なりシス テム によ っ て r生かされて い る｣ と
いう事実もまた充分は東知して い るので ある｡
われわれはこの ジレ ン マ を精神的な安寧によっ
て解決しようとする の ではなしに, 各自
'
が活
動する場, 環境の側から研究するこ とによ っ
て何らか の改善策を見つ け出そうと努力して
い る｡ よく配慮された (共同作業) 環境で は,
r`各人が単独で有する以上 に大きなカをその
メ ン バ ー に与える｣ とい う利点がある｡ 本稿
で はそ の力を誘導する源泉がさまざまな道具
や物的環境の デザイ ン と人的リ ソ ー ス の配置




フ ェ ロ ー シ ッ プ事業の援助を頂き, 多く の成
果を得る ことができま した｡ また, ス ウ ェ ー
デ ンのカペ ラ ･ ゴ ー デン美術工芸学校の キャ
レ ･ マ グヌ ス ･ パ ー ソ ン先生は じめ多くの学
校関係者の皆さまに貴重なご意見を頂きまし
た｡ 心 より感謝いた します｡
注 釈
* 1 老人ホ ー ム の 実態
例えば, 宵山県内33カ所の ｢老人ホ ー ム｣ と呼ばれる施設では , 入所時にそれまで使 っ てい た
箪笥や椅子, 机とい っ た家具類の持ち込みは静められて い ないの が現状である (電話で の 聞き
取り調査による)｡ 施設側にはすでにそれらが用意されてい たり, 持ち込むだけの ス ペ ー ス がな
い というのがその理由であっ た｡ 一 方,一施設に必要最小限の家具類が用意されていること
■
を望
む入所希望者 (家族を含む) がほとんどで , 使い憤れた椅子や机を持ち込みたい という希望は
皆無に等 しい ｡.
*2 ス ウ ェ ー デン, エ ー ラ ン ド島ビックル ビ ー に1958年に設立 された美術工芸学校 ｡
創立者は家具デザイナ ー の カ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン｡ 染色 ･ 織り, 陶芸, 木工, 菜園の 4ヲ - ス
を持ち, r工芸は自然の形態と秩序から学び, 自然と共存する営みの中から生まれるJ という理
念を持 つ ｡
* 3 持参したの は3種類のカ ンナ, 聖10本, 鋸4本, 砥石 3枚で あっ た｡
*4 小松研治 :『｢実生活に生きる工芸｣ に つ いて の
一 考察 - カ ペ ラ ･ ゴ ー デン美術工芸学校の例を
中心に して ｢ 』, 高岡短期大学紀要, 第4巻, p.91- 105, 1993.
小松研治, 小郷直音 : ｢カ ペ ラ ･ ゴ ー デン美術工芸学校を再考して 一 便用者の体験を重視する工
芸教育 ｢ , 高岡短期大学紀要, 第10巻, p.69- 89, 1997.を参照されたい ｡
* 5 カペ ラ ･ ゴ ー デン美術工芸学校のサ マ ー コ ー ス
1963年に ス タ ー トした 一 般社会人, 入学希望者に対する公開講座｡ 6月の第3退から7月の 終
わりまで6週間にわたっ て行われ,.
3週間ごとに区切 っ て 二 つ の タ ー ム で学生募集される｡ 木
工 , 陶芸, 染色の 3専攻がそれぞれ 開講し, 基本的な技術指導が行われる｡
* 6 ノ ー マ ンは, 理解 しやすさと使いやすさのための デザイ ンのも っ とも基本的な原則として , r良
い概念モ デル を提供する｣ こ とと, ｢もの を見えるようにする｣ と い う点を挙げて い る｡
D. A. ノ ー マ ン , 野島久雄訳 : r誰のためのデザイ ン?J, 新曜社, p.134, 190.
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*7 ス ウ ェ ー デ ンの カ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン美術工芸学校
1930年にス ウ ェ ー デ ン の ス ト ッ クホ ルム に設立されたデザイ ンと木工技術を中心と した美術工
芸学校｡ 創立者は家具デザイナ ー のカ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン (1888- 1972)｡ 家具の デザイ ン ･ 技
術指導によ っ て作られた学生の作品をプ ロ トタイ プとして 工業と結びつ ける成果を上げてい る｡
* 8 リ ー ン シ ョ ビ ング市にある2万人規模の 王立の総合大学｡ 取材したの は教育学部, 美術工芸専
攻の木材工芸工房｡
*9 坂本賢三 : ｢機械の現象学｣, 岩波書店, 1975.
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